
パ
ス
カ
ル
に
お
け
ノ
る

ぎ
夷
営
碧
ご
昌
の
問
題

田
　
　
　
辺
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
パ
ス
カ
ル
に
於
い
て
ぎ
9
α
q
『
巴
o
昌
は
人
間
の
一
切
の
精
神
の
働
き
を
左
右
　
　
　
て
崇
拝
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
Q
。
一
）
一
切
の
人
間
の
営
為
、
法
律
（
P
O
一
以
下
）
、

す
る
根
源
的
な
力
で
あ
る
。
（
い
、
ぼ
ρ
σ
Q
貯
巴
8
豊
馨
ω
。
山
①
8
三
・
c
。
悼
）
ー
「
パ
　
　
　
社
会
的
権
威
（
頓
O
心
）
、
恋
愛
（
一
爵
）
、
栄
憎
（
一
U
Q
。
㌦
δ
心
）
、
人
澗
遡
孫
シ
鉛
O
O
）
、

ン
セ
」
断
章
番
号
は
・
す
べ
て
便
宜
的
に
団
匹
゜
守
⊆
口
゜
。
鼻
≦
6
σ
q
に
よ
る
。
－
i
　
　
正
義
（
Q
Q
博
）
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
同
心
に
至
る
ま
で
（
P
謡
）
、
悉
く
想
像
力
の
支

宣
ぽ
演
劇
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
・
あ
ら
ゆ
る
娯
楽
の
中
で
8
ヨ
婁
え
に
よ
つ
て
成
立
し
て
炉
る
の
で
は
な
い
か
、
人
が
確
乎
毒
鍵
鍵
立
つ
と
路

程
お
そ
る
べ
き
も
の
は
な
い
と
し
て
、
パ
ス
カ
ル
が
そ
こ
に
挙
げ
て
い
る
理
由
　
　
信
じ
こ
ん
で
い
る
す
べ
て
の
機
構
、
価
値
が
、
こ
の
奇
怪
な
想
像
力
の
惑
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ジ
ナ
シ
オ
ン

が
、
8
日
巴
♂
が
巧
妙
且
自
然
に
我
々
の
情
念
に
働
き
か
け
、
想
像
力
を
刺
戟
　
　
　
に
よ
つ
て
立
つ
て
い
る
毒
巳
泳
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
パ
ス
カ
諏
は
は
つ
き
り

す
る
か
ら
と
い
う
点
で
あ
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。
演
劇
の
道
徳
的
見
地
か
ら
　
　
見
て
と
つ
て
い
た
。
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
は
、
非
現
実
で
あ
り
、
」
「
そ
の
対
象

の
否
認
は
、
ニ
コ
ル
や
ボ
シ
ュ
エ
を
は
じ
め
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
に
　
　
　
は
、
そ
れ
を
心
に
思
い
浮
べ
る
限
り
に
於
い
て
の
み
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
」

殆
ん
ど
通
有
の
傾
向
で
あ
つ
た
が
・
パ
ス
カ
ル
寮
算
ど
い
う
一
点
を
と
ら
　
（
完
ω
き
・
．
．
い
。
§
α
・
葺
・
、
、
・
平
井
啓
之
訳
昆
三
8
督
き
・
の

え
て
、
芸
術
の
根
本
問
題
に
分
析
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
芸
術
　
　
　
く
9
。
巳
泳
を
鋭
く
見
抜
い
た
パ
ス
カ
ル
で
あ
つ
た
が
、
同
時
に
彼
は
、
人
々
に
真

作
品
は
所
詮
模
倣
に
す
ぎ
ず
、
非
現
実
な
も
の
と
し
て
余
り
評
価
さ
れ
て
い
な
　
　
実
の
生
を
蔽
う
そ
の
危
険
な
働
き
を
も
、
我
々
の
判
断
力
を
も
ゆ
る
が
せ
る
そ

い
よ
う
で
あ
る
が
、
（
鼻
も
。
も
。
L
な
。
蜘
L
も
。
心
）
そ
れ
に
も
か
、
わ
％
ず
、
そ
の
危
　
　
　
の
絶
対
的
な
効
果
を
も
十
分
知
り
ぬ
い
て
い
た
の
で
、
神
謁
塔
ナ
籍
づ
ス
ト
教
弁
証

険
を
こ
れ
程
重
大
視
し
て
い
る
の
は
、
よ
ほ
ど
パ
ス
カ
ル
が
纏
鰯
か
す
伽
権
能
を
　
　
　
論
の
執
筆
に
当
つ
て
、
彼
が
か
く
絶
大
の
力
を
ふ
る
う
想
像
力
の
迷
夢
を
破
壊

知
り
ぬ
い
て
い
た
か
ら
と
い
え
る
。
「
子
供
は
自
分
で
塗
つ
た
顔
に
も
怖
れ
を
　
　
・
す
る
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
そ
の
適
切
な
援
用
を
考
え
つ
く
こ
と
は
な

い
だ
く
。
」
（
。
。
c
。
）
と
い
う
。
人
は
容
易
に
他
か
ら
触
発
さ
れ
た
仮
空
の
情
念
に
　
　
か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
は
既
に
、
「
パ
ス
カ
ル
の
如
き
、
強
い

身
を
ま
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
想
像
し
た
虚
妄
の
対
象
を
す
ら
神
と
し
　
　
　
想
像
力
の
持
主
は
、
専
制
的
な
権
威
を
以
つ
て
語
る
。
」
（
．
、
い
o
暮
．
。
い
O
吋
磐
。
，



b
・ｦ
紆
、
．
”
一
謬
♂
2
）
と
書
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
ば
証
明
し
説
得
　
」
修
道
院
入
り
に
当
ケ
、
そ
の
得
度
金
の
持
参
を
は
ば
ん
だ
彼
の
「
聖
者
パ
ス
カ

す
る
こ
と
よ
り
寧
ろ
、
《
霞
o
賃
窪
。
5
曾
冨
巳
。
噌
9
。
。
盆
三
8
》
す
る
こ
と
を
欲
　
　
　
ル
」
ら
し
か
ら
ぬ
露
骨
な
態
度
を
想
起
も
て
も
足
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
晩
年
、

一
し
て
い
る
か
に
み
え
る
・
（
頃
゜
一
『
O
鵠
び
く
門
O
“
A
術
団
9
の
0
9
一
》
団
゜
一
心
O
）
「
パ
ン
セ
」
　
，
愈
々
高
ま
る
病
苦
の
さ
中
に
、
高
貴
な
宗
教
的
実
践
者
の
姿
を
見
せ
よ
う
ど
い
‘

の
方
法
ど
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
如
く
、
．
「
語
る
対
象
へ
の
最
大
の
配
慮
」
　
　
　
う
彼
が
、
一
六
六
二
年
㌔
便
利
ざ
よ
り
寧
ろ
攻
益
を
見
込
ん
で
（
但
し
そ
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
一

Z
）
と
唯
一
の
目
的
に
常
に
目
を
据
え
つ
～
、
そ
の
目
的
に
関
連
す
る
す
べ
　
　
機
が
貧
者
へ
の
愛
で
あ
つ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
な
ら
な
い
）
乗
合
馬
車
の
事

て
の
有
効
な
迂
路
の
思
惟
を
省
く
ま
い
と
す
る
、
デ
リ
ケ
ィ
ト
な
「
心
情
」
の
’
　
業
を
計
画
し
た
と
い
う
事
実
も
、
パ
ス
ガ
ル
を
現
実
離
れ
の
し
た
ロ
マ
ン
テ
ィ

」
秩
序
に
従
つ
て
い
る
。
　
（
図
Q
Q
も
Ω
）
百
9
0
q
貯
9
け
凶
o
口
も
、
一
旦
否
定
さ
れ
つ
㌧
、
心
　
　
　
ス
ト
と
し
て
扱
う
こ
と
の
不
当
を
示
す
略
の
で
あ
る
。
彼
が
生
涯
を
通
じ
て
も

情
L
の
要
請
に
即
応
し
て
、
彼
の
方
法
的
技
巧
に
当
然
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
　
　
　
ち
つ
買
け
た
こ
の
現
実
の
感
覚
こ
そ
、
「
パ
ン
セ
」
に
於
い
て
一
層
深
め
ら
れ
、
・

筈
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
人
間
存
在
の
貯
常
的
な
具
体
性
を
一
段
鋭
く
追
求
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
，
　
　
°
　
て
か
の
「
人
間
の
偉
大
意
を
示
す
。
」
　
（
心
O
Q
◎
）
と
さ
え
い
わ
れ
る
、
驚
く
べ
き

　
　
　
，
　
　
　
－
（
一
）
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
．
・
　
，
　
　
　
　
《
菊
鉱
ω
o
ロ
留
。
。
。
漂
房
》
の
論
理
を
生
む
母
胎
と
な
つ
た
炉
え
よ
う
。
　
，

㍉
パ
ス
ガ
ル
が
所
謂
・
社
交
生
活
の
時
期
に
体
得
し
叢
大
の
攻
獲
は
何
募
　
食
p
一
、
。
昌
ユ
。
・
隼
．
・
．
》
の
題
を
も
つ
い
く
つ
か
の
断
章
で
は
葎
の
膿

ろ
た
ろ
う
か
・
或
い
は
藏
細
の
精
神
」
の
修
練
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
・
「
気
’
が
扱
わ
れ
て
い
る
．
「
ピ
レ
泳
r
の
砦
で
賛
実
、
彼
方
で
は
虚
僅
（
悼
O
《
）
‘
，
M

笑
粛
」
の
習
得
で
あ
つ
た
と
さ
れ
る
．
だ
が
、
そ
れ
以
走
、
宅
世
紀
㌦
と
し
て
自
然
法
の
覆
拠
、
正
義
の
相
対
性
を
衝
い
た
パ
，
ス
カ
ル
竃
る
或

フ
プ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
を
中
心
と
す
る
オ
ネ
ッ
ト
ン
ム
の
交
際
社
会
は
・
彼
に
そ
　
　
　
こ
～
で
は
法
律
の
基
礎
は
正
義
と
結
託
し
た
力
で
あ
る
。
　
論
○
。
け
冨
び
．
け
、

の
理
想
と
す
る
人
間
観
（
颪
讐
箋
定
し
た
自
立
的
・
中
間
的
存
在
と
し
・
、
・
・
；
警
糞
》
と
、
端
的
に
認
め
て
い
る
の
で
薯
か
（
博
。
・
。
3
。
・
切
。
。
－
・
。
・

て
の
人
間
観
）
と
・
常
旨
常
的
・
常
識
的
な
見
地
に
か
え
り
・
物
事
を
襲
．
・
．
憎
ρ
・
。
刈
㊤
）
（
民
主
々
義
め
原
則
で
あ
る
．
多
数
決
の
拘
束
力
に
つ
い
て
も
同
様

す
べ
き
蕩
る
と
す
る
具
体
的
・
有
用
的
な
現
実
の
感
覚
L
を
教
え
た
の
で
に
論
断
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
．
（
も
。
ミ
リ
Q
。
刈
Q
。
）
そ
し
て
、
誘
功
憲
弊

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
オ
ネ
ッ
ト
ン
ム
と
は
抽
象
的
な
哲
学
者
な
の
で
な
く
、
・
・
　
る
民
衆
の
智
慧
は
健
全
で
あ
乃
（
匂
◎
P
《
～
い
）
と
こ
～
に
一
の
正
当
性
が
認
め
ら
　
，

具
体
的
な
日
常
生
活
の
あ
り
方
を
・
生
き
た
人
間
関
係
の
モ
ラ
ル
を
探
求
す
る
　
　
　
れ
て
い
る
。
法
律
に
関
し
て
の
み
で
諏
く
、
パ
ス
ヵ
ル
の
人
間
生
活
批
判
全
体

人
々
で
あ
つ
た
・
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
・
こ
の
現
実
の
感
覚
に
つ
い
て
億
・
或
．
を
誉
、
つ
ね
に
邑
・
・
8
の
追
求
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
ゑ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
．

い
は
彼
の
ブ
ル
ジ
・
ワ
魁
資
質
・
父
の
警
な
ど
が
そ
0
形
成
に
与
つ
て
い
　
簿
．
愚
添
来
的
に
、
積
極
的
な
止
目
定
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
．
洗
ぱ
、

る
の
で
あ
ろ
う
・
我
丸
は
・
禦
想
像
以
上
に
現
実
的
、
あ
え
て
い
え
ぱ
打
算
・
職
業
羨
定
し
、
（
㊤
刈
）
、
超
自
備
な
神
秘
を
す
ら
排
斥
す
る
（
諺
、
習
慣
の

的
で
あ
る
こ
ど
を
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
一
例
と
し
て
、
計
算
器
の
作
成
　
’
　
惰
性
的
な
働
き
が
暗
に
非
難
さ
れ
て
い
る
く
縮
）
反
面
、
習
慣
は
「
そ
れ
が
受
、

に
際
し
て
も
周
到
に
利
益
の
目
論
見
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
し
、
又
妹
の
．
，
～
容
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
こ
の
唯
一
の
理
由
で
、
全
く
公
正
な
も
の
」
（
図
£
）
．



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ニ
ゾ
ン
　
・
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
「

と
さ
れ
、
（
鼻
博
。
。
♪
。
。
8
も
廣
）
ー
第
一
の
理
由
ー
ひ
い
て
は
我
々
の
心
を
　
　
，
く
主
張
す
る
愚
を
糾
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
パ
ス
カ
，
ル
に
よ
る
と
凶
日
ρ
σ
q
7

聞
晩
認
ネ
信
仰
に
導
く
た
め
の
有
効
な
方
便
と
し
て
、
習
慣
に
よ
る
方
法
が
挙
げ
　
　
　
ロ
p
件
ご
勢
は
《
ヨ
巴
言
。
ユ
．
o
霞
。
ξ
9
α
。
貯
霧
肋
。
ぷ
V
（
Q
o
悼
）
で
あ
り
、
理
性
の

ら
れ
へ
ト
・
書
い
N
）
・
人
聞
を
紘
簾
と
し
て
と
ら
え
・
そ
の
本
箆
即
し
た
．
機
能
を
コ
ン
舌
ー
ル
し
・
支
配
象
藩
残
護
つ
た
・
．
欝
誕
・
無

方
法
と
し
て
積
極
的
に
勧
奨
し
て
い
を
の
で
あ
る
。
有
名
な
島
く
窪
訂
。
巳
。
艮
　
　
を
さ
え
有
と
誤
認
さ
せ
る
価
値
の
錯
倒
を
も
た
ら
す
。
（
零
）
我
々
が
真
と
考

に
関
し
て
も
・
パ
ス
ヵ
ル
は
む
し
ろ
・
．
醜
夢
本
性
と
す
る
（
奉
・
人
間
の
，
え
て
い
る
こ
の
害
、
実
は
《
爵
，
圃
日
督
喜
》
バ
§
）
に
す
ぎ
な
い
の

本
質
に
即
し
た
あ
り
方
と
し
て
肯
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
（
一
も
。
O
も
。
卜
○
車
　
　
導
）
、
《
」
　
　
　
で
あ
り
、
我
々
は
腰
々
　
。
。
o
ロ
α
Q
。
　
を
さ
え
真
の
　
風
。
　
と
取
違
え
か
ね
な
い
。
・

琶
。
器
9
。
。
げ
o
ω
。
。
鴇
ま
8
。
・
。
。
臥
臆
ρ
2
ロ
o
霧
鐵
日
o
湧
冨
ら
一
く
⑦
邑
舐
9
U
器
鋸
　
　
（
Q
o
◎
●
①
）
人
間
の
悲
惨
は
想
像
力
が
掩
蔽
し
、
真
理
は
見
え
な
く
さ
れ
て
い
る
の

゜
。]
凶
゜
。
諭
謬
餅
一
、
¢
屡
9
餅
一
、
碧
電
。
℃
母
6
2
臼
く
o
邑
ま
ω
”
直
三
ヨ
窪
o
巨
碧
ω
〇
三
　
　
・
で
あ
・
る
。
《
…
o
．
o
肋
？
：
仁
昌
舘
吻
o
鐸
豆
。
・
。
。
。
日
。
巨
ω
ξ
昌
馨
ξ
o
剖
ρ
巳
ヨ
母
ρ
信
o
鎧
け
α

泳
8
°
・
°
・
m
マ
ρ
》
（
①
刈
O
）
人
が
自
己
の
外
部
に
慰
め
を
求
め
る
こ
と
は
、
本
能
的
に
　
　
　
♂
需
。
8
9
。
℃
鼠
。
・
。
。
琶
8
ρ
⊆
一
8
。
窪
。
・
。
・
》
．
（
一
簿
）
こ
う
し
て
、
我
々
の
日
常
　
駒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ジ
ナ
シ
オ
ン

人
が
幸
福
（
ぴ
o
口
げ
o
鐸
噌
）
を
《
ぎ
話
紆
口
。
霧
》
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
　
　
の
些
細
な
判
断
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
る
想
像
力
の
ま
や
か
し
（
一
〇
⑨
な
。
8
～
刈
）
を

．
る
こ
と
（
轟
忠
や
3
を
さ
し
示
す
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
彼
が
、
現
　
，
暴
露
し
た
パ
ス
カ
ル
で
あ
る
が
、
反
面
、
そ
れ
故
に
、
彼
は
そ
の
力
を
余
り
に

実
の
諸
。
漂
富
の
中
か
ら
、
蚕
陣
゜
。
o
ロ
を
次
か
ら
次
へ
と
追
求
し
て
ゆ
く
方
法
は
v
　
　
よ
く
知
り
す
ぎ
て
い
た
と
い
え
乃
。
多
数
の
従
臣
層
は
べ
ら
せ
、
装
い
を
こ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
フ
エ
ク
ト

勿
論
た
く
ま
ざ
る
意
図
に
基
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
《
閃
”
ぎ
昌
ユ
゜
吻
。
津
畠
》
　
　
し
た
王
の
威
風
を
描
写
し
つ
～
、
そ
の
効
果
を
云
々
す
る
（
。
。
O
O
～
。
。
）
彼
、
想
　
砥

は
、
単
に
日
常
性
そ
の
健
の
恵
接
的
肯
定
で
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
　
　
　
像
力
に
長
け
た
人
は
、
顔
色
を
よ
べ
し
て
み
せ
る
こ
塵
と
に
よ
つ
て
他
の
人
々
よ

・
（
6
h
・
唱
。
も
。
U
）
こ
れ
ら
の
諸
。
津
虜
も
常
に
正
か
ら
反
へ
と
限
り
な
く
　
茜
ぎ
昌
　
　
り
塁
薗
ロ
5
α
q
・
を
も
つ
（
G
。
口
）
と
書
く
パ
ス
カ
ル
、
こ
の
時
彼
は
既
に
、
ぎ
9
，

を
要
求
し
て
ゆ
く
の
㍗
あ
り
（
も
◎
卜
o
o
Q
）
・
こ
れ
ら
喫
膨
騰
貸
q
。
刈
）
を
経
て
・
つ
い
　
　
　
α
q
貯
讐
剛
8
の
危
険
を
・
i
そ
れ
故
に
そ
の
力
の
有
効
な
利
用
を
心
に
浮
べ
て

に
は
根
源
的
な
、
大
文
字
の
閑
p
坤
゜
。
。
ロ
を
自
ら
さ
し
示
す
に
至
る
の
で
あ
つ
．
て
、
、
　
い
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
平
和
こ
そ
最
大
善
で
あ
る
故
に
、
民
衆
に
法
律
は

こ
～
に
パ
ス
カ
ル
の
所
謂
《
窟
昌
総
o
α
o
傷
〇
三
穿
o
》
（
も
◎
も
o
①
）
が
働
い
て
い
る
　
　
　
正
義
で
な
い
と
説
く
の
は
不
穏
当
で
あ
る
（
匂
。
属
甲
も
。
一
ρ
も
。
一
〇
”
も
。
P
①
9
6
・
）
と
同
様

と
知
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
切
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
ょ
つ
て
最
後
的
に
　
　
ぎ
9
α
q
団
葛
ぎ
昌
を
否
認
し
た
儘
放
置
し
で
お
く
こ
と
は
、
《
国
鉱
8
昌
ユ
2
第

解
決
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
人
々
の
知
ら
ぬ
《
ε
巳
曾
。
ω
仁
忌
婦
器
霞
。
》
　
　
　
8
冨
》
が
許
す
と
こ
ろ
で
な
い
。
パ
ス
カ
ル
は
、
「
名
番
を
得
る
た
め
に
は
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ジ
ナ
シ
か
ン

（
も
ρ

ﾈ
。
?
j
で
あ
り
、
パ
ス
ヵ
ル
の
意
図
も
勿
論
、
そ
の
指
示
に
あ
つ
た
こ
と
は
当
・
　
ぬ
で
あ
ろ
う
」
（
一
ミ
）
人
間
の
本
性
を
見
ぬ
い
て
炉
た
。
想
像
力
に
支
え
ら
れ

然
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
一
切
の
営
為
の
空
虚
を
示
し
つ
～
も
、
あ
え
て
彼
は
尚
《
昌
壁
三
冒
α
q
零

　
一
日
騨
α
Q
ぎ
慧
o
昌
に
関
し
て
竜
同
様
で
あ
る
。
既
に
一
六
四
七
年
、
真
空
に
つ
　
　
蹄
冒
α
q
。
日
。
馨
α
⊆
8
日
日
琶
ユ
。
°
・
げ
o
ヨ
日
。
。
・
°
》
（
Q
Q
博
）
と
書
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ジ
ナ
シ
ず
ン

い
て
論
じ
た
℃
曾
。
Z
審
．
一
へ
の
手
紙
中
で
、
彼
は
想
像
力
の
欺
隔
を
衝
き
、
　
　
　
「
煙
の
後
を
追
う
た
め
に
早
起
き
す
る
」
こ
の
現
実
の
認
容
に
は
、
深
い
嘲
弄

」
「
自
己
の
想
像
を
恰
も
既
に
明
白
な
る
真
理
か
ら
の
当
然
の
結
果
」
で
あ
る
如
　
　
　
の
調
子
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
知
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鴻
ス
カ
ル
の
《
崔
鋤



自
。
α
⑦
霞
一
酵
。
冨
聾
。
》
（
q
ゆ
δ
）
は
明
瞭
で
あ
る
。
言
固
α
q
ぎ
巴
8
は
、
確
乎
　
　
　
る
も
の
が
無
限
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
そ
の
最
後
の
一
歩
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ス
ト
ラ
コ
ワ
リ
か
ン

と
し
た
袖
o
q
冨
の
与
え
ら
れ
な
い
と
き
必
ず
放
恣
に
働
く
の
で
あ
る
。
《
＝
　
　
（
悼
O
刈
）
の
で
あ
る
。
理
性
の
働
く
次
元
と
、
神
学
の
扱
う
次
元
と
の
明
確
な
区
別

貯
⊆
紆
9
諦
碧
o
マ
⊆
器
冷
α
q
τ
゜
》
（
P
認
）
人
聞
は
、
こ
の
器
σ
q
冨
を
知
ら
な
い
。
　
　
を
当
初
か
ら
教
え
こ
ん
だ
父
エ
チ
エ
ン
ヌ
の
薫
陶
も
大
き
い
感
化
を
及
し
て
い

（
6
h
し
◎
o
Q
一
～
な
◎
）
絵
画
の
鑑
賞
に
は
、
立
つ
べ
き
場
所
が
明
ら
か
で
あ
つ
て
も
、
　
　
　
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
（
鼻
《
局
冨
α
q
日
。
韓
α
、
鋸
昌
目
冨
ま
ユ
¢
＜
置
。
》
）
よ
り
高

ま
葺
伽
や
日
霞
9
。
げ
に
関
し
て
は
そ
れ
が
不
明
で
あ
る
。
バ
ズ
カ
ル
は
余
の
人
　
　
　
い
秩
序
に
対
し
て
全
く
う
ち
開
か
れ
た
傷
9
。
・
三
8
9
8
。
霞
を
保
有
し
つ

の
知
ら
ぬ
時
計
を
所
持
し
て
い
た
。
（
U
）
一
日
9
α
q
言
9
ま
昌
を
規
正
し
、
こ
れ
を
　
　
　
～
、
尚
自
然
科
学
の
実
証
的
精
神
を
最
後
ま
で
追
求
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
つ

正
し
く
用
い
得
る
尺
度
と
し
て
、
彼
の
脳
裡
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
傷
。
9
『
ぎ
。
が
　
　
　
た
。
小
品
《
U
。
一
、
団
。
・
℃
葺
O
⑧
ヨ
伽
需
β
器
》
　
は
、
明
澄
且
確
実
な
幾
何
学

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
《
…
窪
冨
㌫
o
q
冨
巨
℃
母
一
p
〈
⊆
。
畠
⑦
8
℃
o
ぎ
け
ρ
三
　
　
　
的
精
神
を
極
根
に
ま
で
適
用
し
よ
う
と
し
た
パ
ス
カ
ル
の
厳
正
な
近
代
的
な
学

血
o
ぱ
①
q
。
昌
2
器
鎚
q
巳
窪
o
ど
⑦
計
》
（
一
㊤
U
）
　
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
唯
一
の
　
　
の
精
神
、
対
象
に
対
し
全
く
明
ら
か
な
意
識
を
保
持
し
つ
～
考
察
を
進
め
得
る

犀
①
α
Q
♂
が
、
こ
の
世
界
の
す
べ
て
の
事
象
を
統
括
し
て
い
る
状
況
を
イ
マ
ー
ジ
　
　
科
学
者
の
態
度
を
我
々
に
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
厩
に
指
摘
し
た
パ
ス
カ

ユ
と
し
て
確
実
に
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
気
に
入
る
術
」
を
心
得
て
い
　
　
ル
の
現
実
的
感
覚
は
、
こ
の
幾
何
学
的
精
神
と
一
体
と
な
つ
て
働
い
て
い
る
。

た
パ
ス
カ
ル
が
、
一
日
9
α
q
言
9
。
ユ
8
の
効
果
を
も
見
逃
す
筈
が
な
い
。
心
情
の
方
　
　
　
有
用
性
は
常
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
の
科
学
的
業
績
が
悉

法
と
は
、
何
よ
り
の
人
間
の
日
常
的
な
現
実
、
自
然
的
な
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
に
即
　
　
く
、
実
証
的
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
注
意
す
る
ま
で
も
な
く
、
彼
の
あ
ち
ゆ
る
　
　
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

応
し
つ
＼
、
如
何
に
心
に
訴
え
て
ゆ
く
か
を
た
え
ず
配
慮
し
て
ゆ
く
こ
と
な
の
　
　
思
想
の
営
み
は
つ
ね
に
確
実
な
事
実
の
証
明
に
立
脚
し
、
幾
何
学
的
思
惟
の
具

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
的
な
適
用
を
経
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
四
年
、
彼
は
フ
エ
ル
マ
と
賭
金
の
分
配
方
法
に
つ
い
て
手
紙
の
交

　
　
　
　
　
　
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
し
た
が
・
実
際
的
な
必
要
か
ら
難
さ
れ
た
こ
の
分
け
前
の
計
算
は
・
や

　
パ
ス
カ
ル
は
現
代
的
な
実
存
主
義
者
で
は
な
い
。
「
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
か
、
　
　
が
て
有
名
な
賭
の
論
理
に
結
実
す
る
。
こ
の
論
理
は
、
神
聖
な
信
仰
問
題
を
現

ニ
イ
チ
エ
と
か
に
つ
な
が
る
い
わ
ゆ
る
実
存
哲
学
は
、
科
学
の
目
と
い
う
も
の
　
　
実
の
利
害
の
問
題
と
同
一
視
し
た
と
い
う
点
で
、
多
く
の
善
良
な
人
々
に
蹟
き

を
充
分
も
た
な
い
場
合
が
多
い
。
…
…
し
か
し
パ
ス
カ
ル
は
、
科
学
的
な
世
界
　
　
　
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
こ
の
賭
の
理
論
こ
そ
パ
ス
カ
ル
が
洞
察
し

の
見
方
を
ど
こ
ま
で
も
徹
底
し
つ
つ
実
存
的
な
の
で
あ
る
。
」
（
野
田
叉
夫
「
パ
　
　
　
た
、
自
己
の
利
害
に
よ
つ
て
の
み
動
か
さ
れ
る
自
然
的
人
間
（
◎
。
ρ
一
零
）
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
エ
ゾ
ン

ス
カ
ル
」
岩
波
新
書
℃
・
旨
）
パ
ス
カ
ル
は
理
性
の
権
能
を
全
く
否
認
し
て
い
　
　
質
に
即
し
、
そ
の
現
実
の
理
由
を
科
学
的
な
確
率
理
論
を
背
景
に
よ
り
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

る
の
で
は
な
い
。
信
仰
に
入
る
の
は
「
激
情
」
の
み
と
い
う
ロ
マ
ン
派
的
凡
ト
　
　
　
に
活
用
し
た
、
も
つ
と
も
現
実
的
ー
そ
れ
故
に
実
は
現
実
批
判
的
な
論
理
の

ス
は
パ
ス
カ
ル
の
も
の
で
は
な
い
。
理
性
は
、
そ
の
限
界
内
に
於
い
て
、
は
つ
　
　
展
開
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
信
仰
で
す
ら
、
実
は
利
害
打
箪
と
密
接
な
関
連

き
り
そ
の
価
値
を
評
価
さ
れ
て
い
る
（
留
O
）
の
で
あ
り
、
理
性
は
自
己
を
超
え
　
　
，
を
伴
つ
て
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
（
一
り
♪
器
心
）
む
し
ろ
人
間
の
本
能
に
媚
び



る
と
さ
え
思
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
理
論
の
背
後
に
は
当
然
、
心
情
の
方
法
の
意
　
　
　
で
な
く
、
唯
一
の
目
的
を
目
ぎ
し
つ
＼
も
、
多
様
な
事
実
の
描
写
の
中
に
、
共

図
的
な
運
用
が
企
図
さ
れ
て
お
り
、
又
同
時
に
そ
の
本
能
へ
の
批
判
が
こ
め
ら
　
　
感
を
こ
め
て
入
り
こ
ん
で
ゆ
く
迂
余
曲
折
が
う
か
が
わ
れ
る
。
心
情
の
秩
序
と

れ
て
い
る
と
知
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
．
パ
ス
ヵ
ル
は
細
心
、
冷
静
な
計
算
を
忘
　
　
　
は
、
パ
ス
カ
ル
の
天
才
的
直
観
的
な
芸
術
的
才
能
の
開
花
た
る
に
と
寓
ま
ら
ず
、
－

れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
は
現
実
へ
の
最
大
の
配
慮
と
、
効
果
の
確
率
的
な
打
算
計
量
を
十
二
分
に
経

　
「
パ
ン
セ
」
は
「
著
者
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
」
（
念
）
　
と
い
わ
れ
る
よ
　
　
　
た
上
で
の
周
到
な
o
．
山
器
の
計
画
に
従
つ
て
成
立
し
て
い
る
と
知
る
べ
き
で
あ

う
な
、
独
り
よ
が
り
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
は
な
い
。
「
マ
ル
ク
・
オ
ー
レ
ー
ル
】
≦
母
？
　
　
ろ
う
。
（
し
か
も
そ
れ
ら
一
切
を
燃
や
し
て
い
る
根
拠
は
愛
な
の
で
あ
る
。
）
一
見
、

〉
ξ
窪
。
の
、
あ
の
幻
滅
を
さ
そ
う
書
物
の
よ
う
な
」
。
ξ
霊
＝
昌
昌
8
⑦
L
と
か
　
　
宗
教
と
全
く
関
係
を
も
た
ず
、
単
に
モ
ラ
リ
ス
ト
風
の
考
察
と
思
わ
れ
る
よ
う

《
℃
。
口
。
。
伽
o
で
o
ξ
B
o
学
目
①
日
o
》
の
如
き
で
は
決
し
て
な
く
、
　
ま
さ
に
℃
母
　
　
　
な
断
章
の
一
片
に
も
、
パ
ス
カ
ル
の
《
窟
自
津
住
。
α
。
三
曾
o
》
は
見
え
て
い

6
×
。
亀
窪
8
に
「
ア
ポ
ロ
ジ
ー
で
あ
つ
て
、
そ
の
完
成
の
た
め
に
彼
が
弁
証
法
　
　
　
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
イ
は
、
既
に
《
｝
。
〈
o
認
自
o
℃
冨
日
鉱
口
α
。
守
砿
－

的
な
方
法
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
術
策
を
利
用
し
た
の
は
正
し
い
こ
　
　
6
鎗
》
＜
9
濠
捧
H
”
や
一
鋒
）
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
容
易
な
ら
ざ
る
指
摘

と
で
あ
つ
た
。
」
（
炉
』
。
壱
冨
α
q
ぎ
口
”
弓
器
。
』
。
二
9
ω
2
串
碧
。
p
巴
゜
。
⊆
〈
託
－
　
　
で
あ
つ
た
。
パ
ス
カ
ル
の
手
に
つ
い
て
、
私
は
か
つ
て
グ
リ
ュ
！
ネ
ヴ
ァ
ル
ト

6
。
A
。
。
。
、
q
ρ
℃
・
刈
O
）
ア
ポ
ロ
ジ
ー
は
、
語
り
か
け
氏
れ
る
べ
き
対
象
を
予
想
し
、
　
　
の
絵
画
に
描
か
れ
た
、
十
字
架
上
の
イ
エ
ズ
を
屹
つ
と
指
さ
す
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ

必
ず
対
象
と
の
共
感
を
配
慮
し
、
そ
れ
と
共
通
の
次
元
に
立
つ
て
の
み
論
が
進
　
　
　
の
手
に
比
し
、
こ
の
「
手
」
こ
そ
実
は
証
人
の
愛
の
身
振
り
に
外
な
ら
ぬ
と
述
　
　
1
7

め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
云
つ
た
よ
う
に
、
8
憎
巴
8
円
　
　
べ
た
が
、
（
拙
論
「
パ
ス
ヵ
ル
に
於
け
る
愛
の
方
法
」
）
「
愛
の
構
想
」
（
一
目
9
。
α
q
7

ざ
ρ
巳
ε
．
（
心
が
心
に
語
り
か
け
る
）
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
昌
舞
δ
ロ
℃
母
冨
。
げ
母
ま
）
で
あ
る
こ
と
を
は
な
れ
た
な
ら
ば
、
正
に
ペ
ス
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

《
…
o
ロ
ロ
。
q
o
⊆
＜
。
6
。
ω
轟
団
゜
。
o
霧
ρ
¢
。
℃
母
8
ρ
琴
8
冨
6
げ
o
ρ
g
°
°
》
（
ミ
①
）
　
　
ル
は
何
も
語
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
他
者
の
心
情
に
、
本
来
事
柄
の
持
つ
て
い
る
重
大
性
を
如
何
に
印
　
　
　
《
』
伽
。
。
霧
－
O
ξ
一
。
。
酔
。
鴇
一
、
o
ど
2
α
。
8
暮
一
ぢ
。
。
ロ
樗
。
o
ρ
仲
o
葺
8
昌
μ
》
（
U
8
）

象
深
く
、
且
お
そ
る
べ
き
も
の
と
し
て
感
銘
せ
し
め
る
か
と
い
う
技
巧
が
、
何

よ
り
義
的
箋
求
さ
れ
る
・
人
間
性
の
現
実
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
　
　
　
（
三
）
．
　
」
　
　
・

た
パ
ス
ヵ
ル
の
心
情
の
秩
序
も
、
こ
の
ア
ポ
ロ
ジ
ー
の
要
請
に
従
い
、
あ
く
ま
　
　
　
　
「
パ
ン
セ
」
は
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
立
ち
、
福
音
書
の
伝
え
る
イ
エ
ス
の
存

で
現
実
の
解
釈
（
《
因
巴
ω
o
b
ユ
⑦
゜
。
o
申
房
》
）
を
は
な
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
　
　
　
在
と
共
に
生
き
る
。
「
イ
エ
ス
゜
キ
リ
ス
ト
な
し
に
世
界
は
存
在
し
な
か
つ
た

「
ユ
ダ
ヤ
人
に
な
ユ
ダ
ヤ
人
の
ご
と
く
」
（
コ
リ
ン
ト
前
．
二
〇
）
愛
に
発
し
た
　
　
で
あ
ろ
う
・
」
（
u
u
①
）
そ
れ
ら
す
べ
て
が
潰
え
去
り
消
滅
し
た
時
「
パ
ン
セ
」
は
，

。
、

ｰ
日
℃
僧
け
窪
。
の
姿
勢
を
失
わ
ず
に
そ
の
。
弓
ユ
．
。
を
進
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
意
味
を
失
い
、
全
く
無
価
値
に
化
す
る
・
「
パ
ス
カ
ル
か
ら
イ
エ
ス
゜
キ
リ
ス
ト
」

ド
9
皆
白
僧
の
配
列
に
よ
る
、
パ
ス
ヵ
ル
自
身
の
分
類
編
集
に
最
も
忠
実
と
い
う
　
　
　
を
取
去
る
こ
と
は
一
切
を
取
去
る
こ
と
で
あ
る
・
」
　
（
〉
巳
㌫
ω
§
冷
゜
。
鱒
日
δ
冴

「
パ
ン
セ
」
豊
読
し
て
も
、
彼
の
・
葺
が
決
し
て
馨
碧
弁
洗
難
　
出
・
巴
ー
穿
畳
葺
U
・
・
一
・
瞬
・
＜
g
・
ξ
葛
銘
㌦
ξ
§
シ
・
ト
ー



ブ
リ
ア
ン
は
、
「
パ
ン
セ
」
を
勺
巴
§
貿
。
の
廃
塊
に
比
し
た
が
、
真
に
「
パ
ン
　
　
パ
ス
カ
ル
に
心
を
寄
せ
た
理
由
も
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
6
h
氷
上
英
広
「
パ
，

セ
」
が
「
天
才
と
時
代
と
の
偉
大
な
る
遺
物
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
な
ら
　
　
　
ス
カ
ル
と
ニ
ィ
チ
エ
L
、
仏
蘭
酉
交
学
研
究
第
一
輯
、
一
譲
。
。
）
聖
書
を
熟
読
し

ば
（
象
巳
。
身
O
窪
゜
・
齢
即
§
凶
゜
・
日
。
矯
旨
・
℃
き
即
。
）
、
も
は
や
バ
ズ
カ
ル
が
我
々
　
　
　
（
姉
ジ
ル
ベ
ル
ト
の
証
言
）
、
教
会
の
勤
行
を
厳
守
し
（
鼻
H
。
琴
。
暑
』
碧
ρ
鐸
，

を
動
か
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ジ
弾
ン
・
ラ
ポ
ル
ド
の
云
　
　
　
。
ぎ
。
餅
ζ
白
。
黒
膏
さ
一
〇
呂
”
討
ま
）
地
上
の
秩
序
よ
り
天
の
秩
序
を
信
頼

う
よ
う
に
、
凡
ゆ
る
時
代
を
通
じ
、
パ
ス
カ
ル
は
人
々
を
働
冨
⊆
津
目
し
っ
冥
　
　
し
た
（
6
h
O
め
O
）
パ
ス
カ
ル
の
信
仰
は
、
こ
う
し
て
何
よ
り
徹
底
的
に
正
統
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

蹴
て
来
た
し
、
今
も
又
そ
う
で
あ
る
ご
と
く
、
こ
れ
は
一
の
「
事
実
」
な
の
で
　
　
で
あ
り
、
聖
書
の
教
え
る
事
実
を
信
奉
し
て
、
ア
ル
ノ
L
り
や
葬
始
ル
の
よ
う
な

あ
る
。
（
U
°
ピ
9
旧
る
誉
o
鱒
男
o
言
冨
騨
畠
o
団
器
8
記
《
い
9
日
ρ
¢
o
閃
o
昌
住
o
》
”
．
竃
”
　
　
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
よ
り
も
［
一
層
の
ジ
ャ
ン
セ
冨
ス
ト
的
厳
格
さ
」
（
O
。
ロ
N
p
，

鰍
概
鰐
嘩
「
驚
馳
野
磨
騎
馨
甦
讐
窺
覆
一
町
灘
∴
野
醍
軌
雛
罷
鎗
磯
谷
㌔
β
．
託
鐸
魂
ゆ
錘
諺
駈

を
も
ち
、
そ
の
方
向
と
根
源
を
見
失
つ
て
は
、
如
何
に
個
別
的
に
各
断
章
の
含
　
　
　
て
、
大
部
分
を
占
め
、
し
か
も
最
も
パ
ス
カ
ル
が
力
を
入
れ
た
重
要
な
部
分
は
、

む
内
容
に
共
鳴
を
覚
え
た
と
し
て
も
、
遂
に
空
し
い
廃
城
の
観
光
に
終
る
の
で
　
　
預
言
、
奇
蹟
、
聖
史
等
、
聖
書
の
伝
え
る
．
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
の
彼
自
身
の
得

．
あ
る
。
「
パ
ン
セ
」
は
、
「
何
の
為
に
書
か
れ
た
か
」
と
い
う
反
省
を
除
い
て
は
、
，
　
た
新
し
い
光
に
よ
る
独
創
的
な
解
釈
の
断
章
塑
蹴
鞠
鶏
鈷
棚
わ
れ
る
。
パ
ス
カ
ル
　
，

真
に
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
少
数
の
書
物
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
の
キ
リ
ス
ト
は
、
「
預
言
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
状
況
で
地
上
に
来
り
、
わ
が
　
　
1
8

　
　
パ
ス
ヵ
ル
に
於
い
て
・
宗
教
は
わ
れ
わ
れ
の
全
部
に
か
～
わ
る
問
題
（
茎
　
た
め
に
苦
し
み
、
死
に
給
つ
た
救
主
」
（
§
な
の
で
あ
つ
た
。
∴
パ
勇
ル
の
　
，

℃
あ
り
・
そ
れ
故
に
完
教
に
対
し
て
は
ω
言
゜
穿
゜
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
　
　
構
想
は
、
こ
の
輩
固
な
事
実
の
上
に
立
つ
て
い
る
ど
い
う
点
に
於
い
て
、
空
疎

、
は
・
そ
の
証
人
が
死
ぬ
で
あ
ろ
う
よ
．
つ
な
歴
史
を
し
か
信
じ
な
い
と
告
白
す
る
・
な
書
侍
・
響
．
（
量
か
ら
脱
却
し
て
い
る
と
い
え
よ
・
つ
。
パ
ス
カ
ル
の
深
さ

　
（
い
o
G
。
）
彼
の
生
涯
を
見
て
も
・
彼
が
何
人
よ
り
も
身
を
賭
し
て
宗
教
的
真
理
を
　
　
　
は
聖
書
の
世
界
観
の
深
さ
と
一
致
す
る
。
　
「
パ
ン
ゼ
」
の
第
り
部
「
神
な
き
人

追
求
し
・
そ
の
信
仰
の
全
轟
に
対
し
て
熱
紘
霧
を
抱
き
・
そ
の
護
．
間
の
－
ギ
ル
」
を
描
く
断
章
に
於
い
て
も
、
そ
の
恐
怖
悲
惨
を
、
か
程
に
り

に
如
何
に
熱
中
し
た
か
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
　
・
（
g
2
甕
墨
・
コ
　
ア
」
ス
テ
イ
。
ク
に
導
し
得
・
壷
ゆ
響
義
々
は
再
考
し
て
み
な
く
て
は

≦
°
紆
睾
。
°
°
穿
＆
「
亘
何
事
か
に
熱
中
す
る
と
・
自
分
藩
足
さ
せ
　
な
ら
ぬ
。
こ
の
世
界
の
徹
底
的
議
落
の
深
淵
を
描
く
こ
と
（
そ
の
パ
ス
カ

．
つ
る
も
の
を
見
出
す
ま
で
は
・
そ
れ
を
止
め
な
か
つ
た
」
（
ρ
墨
窪
窪
）
　
ル
の
描
写
に
に
、
、
正
に
《
盆
鴛
量
・
α
。
・
。
唱
噌
口
9
再
蝦
『
。
Ψ
（
璽
が
あ

彼
の
性
質
は
、
「
ギ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
自
己
に
対
し
て
も
、
又
他
に
対
し
て
　
　
　
る
と
い
え
よ
う
。
）
は
、
そ
の
根
底
よ
り
，
の
全
き
回
復
（
国
σ
傷
。
日
℃
臥
。
ロ
）
の
信

も
、
律
動
を
し
た
の
で
あ
つ
て
、
近
代
的
な
魂
の
危
機
な
ど
に
は
全
く
心
を
向
　
　
仰
を
前
提
と
し
て
の
み
、
’
は
じ
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。
，
《
H
．
一
口
6
拶
殉
口
9
併
す
昌

け
な
か
つ
た
。
」
（
一
じ
゜
』
O
『
℃
げ
P
σ
q
昌
O
首
“
一
σ
一
畠
゜
　
℃
°
　
“
O
）
の
で
あ
る
。
こ
の
烈
し
，
－
巳
o
艮
お
曽
一
．
げ
0
6
日
。
冨
α
Q
茜
巳
。
ξ
α
。
・
。
9
巨
。
・
φ
村
。
・
冨
臆
一
騨
瞭
円
拶
巳
。
‘
『
含

い
実
践
の
情
熱
故
に
こ
そ
《
ω
6
7
『
O
剛
ぴ
6
【
β
謬
】
W
一
‘
侍
》
と
叫
ん
だ
ニ
イ
チ
エ
が
　
　
冨
ヨ
9
。
ρ
‘
．
嵩
9
ず
目
鐸
・
》
（
総
O
）
こ
の
世
界
を
完
全
な
ネ
ガ
テ
イ
ヴ
の
フ
／



　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ル
ム
で
写
し
得
る
者
は
、
神
が
そ
φ
ポ
ジ
の
焼
付
け
を
果
し
給
う
と
信
じ
る
者
　
　
　
た
た
る
現
実
で
あ
つ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
，
こ
の
現
実
に
生
き
る
魂
の
戦
傑

・
の
み
で
あ
ろ
う
。
（
モ
オ
リ
ア
ッ
ク
、
ベ
ル
ナ
ノ
ス
、
グ
リ
ー
ン
等
現
代
カ
ト
リ
　
　
が
．
「
パ
ン
セ
」
を
構
想
す
る
パ
ス
カ
ル
の
筆
に
我
々
を
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
で
う

ッ
ク
作
家
が
好
ん
で
と
り
土
げ
る
罪
の
深
淵
の
描
写
を
想
起
し
て
み
，
よ
う
。
〉
こ
　
，
ち
倒
す
パ
テ
テ
イ
ッ
ク
な
調
子
を
つ
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ス
カ
ル
の
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
し
て
パ
ス
カ
ル
の
描
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
悉
く
信
仰
の
深
淵
を
背
後
に
持
つ
て
　
　
嶺
B
　
。
α
q
営
p
辞
δ
昌
は
仮
空
の
ア
ァ
ン
シ
イ
で
な
く
、
叉
、
天
才
の
芸
術
的
創
造
だ

い
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
賦
罪
な
し
に
は
地
獄
に
等
し
い
こ
の
世
界
の
ミ
　
　
け
の
も
の
で
な
い
。
体
験
さ
れ
た
事
実
が
信
仰
者
の
パ
ト
ス
と
、
ア
ポ
ロ
ジ
ス

ゼ
レ
ル
の
中
に
尚
も
、
一
貝
さ
し
の
べ
ら
れ
た
見
え
ざ
る
救
済
の
手
を
信
じ
、
　
　
ト
と
し
て
の
熱
意
に
燃
え
上
つ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
彼
の
生
き
た
信

そ
の
か
ぎ
り
な
い
恩
寵
に
支
え
ら
れ
た
人
闘
の
偉
大
さ
を
信
頼
し
て
、
パ
ス
ヵ
　
　
仰
の
深
さ
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
世
界
的
、
宇
宙
的
な
深
さ
を
つ
け
加
え
て
い

ル
の
深
淵
は
実
は
大
い
な
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ム
に
立
つ
て
い
る
。
こ
の
信
仰
の
　
　
る
の
で
あ
る
。
　
「
ク
レ
即
パ
ト
ラ
の
算
」
（
一
〇
図
）
a
短
い
一
句
に
、
気
の
利
い

深
み
か
ら
の
み
、
は
じ
め
て
根
底
を
据
え
ち
れ
た
、
「
天
使
で
も
、
禽
獣
で
も
　
　
た
瓢
刺
を
う
か
ダ
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
小
さ
な
句
の
背
後
に
世
界
の
全
歴
史

な
い
」
（
＝
6
）
中
間
的
存
在
ど
し
て
め
、
正
に
最
も
ユ
メ
ー
ヌ
な
人
間
の
規
定
が
　
　
が
ゆ
ら
い
で
み
え
る
事
実
に
注
目
し
よ
う
。
《
望
碧
α
。
＜
o
マ
℃
母
す
望
窪
x

，
可
能
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
・
（
パ
ス
カ
ル
的
深
み
を
経
ず
し
て
　
《
鼠
く
§
貯
　
　
α
。
冨
♂
＝
．
馨
。
。
酔
o
ぎ
畠
、
出
恥
o
α
。
、
脅
O
伽
。
。
9
『
．
》
（
ざ
O
）
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

昌
o
件
ご
昌
α
。
凄
o
日
旨
。
》
（
国
゜
　
7
馬
O
口
昌
一
〇
『
）
は
解
決
ざ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
）
　
　
ス
か
ら
ボ
シ
ュ
エ
、
下
つ
て
は
ラ
ン
ケ
、
へ
ー
ゲ
ル
に
至
る
歴
史
観
の
集
約
）
　
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
の
人
間
は
、
近
代
的
な
自
律
的
傲
饗
空
虚
な
存
在
で
な
く
、
神
の
前
笠
，
「
パ
ン
セ
」
犯
狗
界
鯵
の
生
ぎ
遊
界
を
批
判
し
、
ヒ
れ
に
意
味
を
与
P

ち
ニ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
膜
を
既
箋
笑
塾
的
な
存
在
で
あ
る
。
飯
鉾
論
繋
諮
悲
惨
に
関
す
至
切
の
弁
証
も
、
あ
矛
盾
の
中
に
、
、

神
の
前
に
あ
つ
て
人
間
の
実
存
は
絶
対
的
な
孤
独
の
人
格
者
と
し
て
生
死
を
決
　
「
　
「
奇
怪
な
贔
倒
」
（
一
〇
〇
。
）
を
意
識
さ
せ
、
我
々
に
原
罪
観
を
さ
し
示
す
イ
メ
，
コ
．

定
さ
れ
る
。
（
《
O
⇔
B
o
ξ
露
゜
。
o
巳
゜
》
（
曽
一
）
こ
の
境
位
に
立
つ
て
宇
宙
の
・
　
ジ
の
集
積
に
外
な
ら
な
い
。
（
ホ
O
～
一
）
パ
ス
カ
ル
の
句
は
、
こ
う
し
て
我
々
の

た
ゴ
中
に
、
人
格
的
に
呼
応
す
る
根
源
的
存
在
者
を
求
め
る
魂
の
お
の
秘
き
を
　
　
　
全
精
神
を
ゆ
さ
ぶ
る
激
情
的
な
強
さ
を
以
つ
て
迫
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
決
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

背
後
に
思
う
と
き
、
　
「
無
限
の
空
闘
の
永
遠
の
沈
黙
」
（
悼
O
①
）
は
、
正
に
カ
ル
　
　
　
て
空
虚
は
な
い
。
事
実
を
証
示
す
る
ぞ
メ
ー
ジ
は
、
ど
こ
か
実
在
感
の
あ
る
重

ヴ
・
㌣
山
上
の
人
の
子
の
絶
叫
に
も
連
な
る
あ
で
あ
ろ
先
こ
の
深
淵
を
　
夢
た
・
え
て
い
る
。
パ
ス
カ
ル
そ
の
人
が
、
又
驚
讐
嚢
を
嫌
つ
た
」

宿
し
た
パ
ス
カ
ル
の
信
仰
は
、
彼
に
世
界
の
根
源
を
凝
視
し
、
そ
こ
か
ら
ふ
り
　
　
　
（
も
。
O
）
の
で
あ
り
、
ク
ヲ
シ
シ
ズ
ム
の
自
然
ら
し
さ
を
最
後
ま
で
堅
持
し
よ
・
コ

か
え
つ
て
新
な
世
界
を
眺
め
得
る
眼
を
与
え
た
と
い
え
る
。
T
・
S
・
エ
リ
オ
　
　
　
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。
《
鍔
昌
碧
ξ
。
。
ω
仲
き
。
ぎ
9
α
q
。
α
巴
”
鴨
節
6
。
°
》
（
①
謡
）

・
ト
が
、
ダ
ン
テ
に
つ
い
て
云
つ
九
含
§
…
び
書
孝
・
層
α
…
鳴
魚
ス
カ
ル
慶
趣
、
グ
羅
の
深
歪
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
庵
こ

禽
象
冨
蔓
昌
窪
》
（
団
ぎ
2
ω
色
8
8
畠
中
8
。
ガ
団
9
σ
q
9
昌
げ
o
o
F
や
一
〇
一
）
を
　
　
・
れ
が
も
し
邸
然
で
あ
る
の
な
ら
、
パ
ス
カ
ル
吃
断
駕
酔
何
と
甜
々
を
圧
服
す
る

パ
ス
カ
ル
は
知
覚
す
る
の
み
で
な
く
、
現
実
に
見
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
描
　
　
　
よ
う
な
お
そ
ろ
し
さ
を
た
～
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
　
　
　
ヒ

く
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
烈
で
あ
乃
の
は
正
に
彼
に
と
っ
て
、
ヴ
メ
ジ
ォ
ン
が
血
の
し
　
　
　
。
に
も
拘
わ
ず
ハ
人
は
尚
パ
ス
ヵ
城
の
囎
。
・
け
“
を
－
云
い
（
鼻
北
森
嘉
慨
「
救
済
ー



の
論
理
L
創
元
社
℃
°
D
も
。
〉
　
パ
ス
カ
ル
の
覧
。
ξ
雛
を
問
題
に
す
る
の
は
何
故
　
　
　
も
盲
目
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
＝
鳴
犀
審
び
く
器
覧
甑
傷
L
ホ
～
u
O
）
）
ア
ポ
ロ
ジ

で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
こ
㌧
に
「
パ
ン
セ
」
の
自
然
が
や
は
り
作
者
の
意
図
的
　
　
　
1
の
技
巧
は
、
無
目
的
な
芸
術
で
な
い
。
パ
ス
カ
ル
の
構
想
が
何
に
根
ざ
し
、

な
構
想
を
経
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
否
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
　
　
　
何
を
目
ざ
し
て
い
た
か
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
O
達
。
の
小
説
《
ピ
p
℃
自
8

イ
マ
ジ
ナ
シ
オ
ン

の
構
想
は
、
あ
く
ま
で
事
実
を
ふ
ま
え
、
現
実
に
か
え
り
乍
ら
、
尚
も
完
全
な
　
　
。
茸
o
冨
》
の
申
で
、
死
の
迫
る
の
を
知
つ
た
ア
リ
サ
が
、
パ
ス
カ
ル
の
「
神
で

計
算
を
経
て
い
る
と
老
え
ら
れ
る
。
心
情
の
方
法
に
は
、
決
し
て
効
果
の
打
算
　
　
　
な
い
も
の
は
一
切
、
私
の
心
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
（
《
男
ユ
酵
。
な
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
サ
ジ
ナ
シ
ず
ン

が
忘
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
劇
が
想
像
力
に
及
ぼ
す
影
　
　
牙
日
僧
巳
建
位
U
げ
‘
♂
8
b
¢
。
。
櫛
α
Q
。
α
。
。
。
日
9
『
象
舘
》
）
と
い
う
こ
の
必
死
の

響
を
知
悉
し
て
い
た
天
は
当
然
、
イ
趣
簾
熔
ゆ
訴
え
る
有
効
な
方
法
と
し
て
の
　
　
　
面
持
に
、
切
実
な
共
感
を
寄
せ
て
い
る
の
は
果
し
て
何
故
だ
つ
た
の
で
あ
ろ
う

ド
ラ
マ
テ
イ
ザ
シ
す
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
、

劇
化
を
と
り
入
れ
た
で
あ
ろ
う
し
（
例
え
ば
無
神
論
者
と
の
対
話
鵠
も
。
等
）
、
　
　
　
力

劇
の
個
々
の
舞
台
を
さ
な
が
ら
見
る
か
の
よ
う
な
具
体
的
、
印
象
的
な
情
景
の

イ
メ
↓
化
（
例
え
ば
・
赤
い
法
服
の
大
法
官
゜
・
博
・
鎖
に
つ
蒙
れ
た
囚
人
　
　
　
（
四
）

一
〇
〇
、
牢
獄
に
死
刑
を
待
つ
人
々
悼
8
、
人
間
の
最
期
の
場
面
圏
O
、
離
れ
小
島
　
　
　
　
心
情
の
秩
序
と
は
、
《
印
昌
o
o
西
『
¢
印
同
O
》
で
な
く
、
《
欝
冨
簿
円
》
す
る
こ
と

の
例
O
㊤
。
。
、
更
に
、
守
゜
這
で
ご
つ
の
無
限
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
　
　
を
問
題
と
す
る
。
　
（
』
8
ロ
蕊
国
‘
珍
9
旧
H
9
団
9
°
。
匹
8
層
舘
6
p
記
一
零
P
ρ
一
矯

　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
正
に
映
画
的
で
あ
る
。
）
を
好
ん
で
用
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
詩
の
美
し
　
　
　
℃
°
一
c
。
一
）
心
情
と
は
、
《
°
。
笛
σ
q
。
仙
⑦
一
、
p
旨
o
霞
》
（
』
°
図
¢
°
。
ω
§
二
三
ρ
℃
°
一
い
刈
）
　
2
0

き
（
も
9
も
Ω
）
を
云
々
す
る
人
は
一
読
、
我
々
の
心
を
惹
き
つ
け
る
名
句
、
雄
弁
調
　
　
　
と
い
わ
れ
、
「
愛
に
向
つ
て
開
か
れ
た
魂
の
あ
り
方
」
（
森
有
正
氏
）
　
と
い
わ

く
（

S
G
o
命
）
の
人
間
描
写
、
バ
ビ
ロ
ン
の
河
ホ
Q
。
）
単
純
乍
ら
強
い
イ
メ
ー
ジ
を
喚
　
　
　
れ
る
。
パ
ス
カ
ル
の
ア
ポ
ロ
ジ
ー
は
、
愛
の
動
機
に
よ
つ
て
始
ま
り
、
愛
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
ト

起
す
る
い
く
つ
か
の
短
い
句
（
例
「
考
え
る
葦
」
「
ク
ソ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻
」
な
　
　
　
誘
導
に
至
つ
て
完
成
す
る
。
パ
ス
カ
ル
に
よ
れ
ば
、
自
然
的
人
間
の
本
来
の
性
向

ど
）
を
十
分
に
意
識
し
て
書
き
上
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
パ
ス
ヵ
ル
は
、
近
代
　
　
　
は
、
す
べ
て
を
自
己
へ
と
向
わ
し
め
る
《
6
◎
b
「
6
償
℃
　
o
o
O
O
］
P
O
O
》
で
あ
り
、
こ
れ
．

文
学
が
如
何
に
人
々
に
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
腐
心
し
て
来
た
殆
ど
　
　
を
変
え
て
愛
へ
と
向
わ
し
め
る
も
の
こ
そ
、
心
情
の
動
き
で
あ
る
が
（
博
Q
Q
Q
9
）
、

す
べ
て
の
技
巧
を
体
得
し
て
い
た
と
い
え
る
。
我
々
は
、
彼
の
こ
う
し
た
技
巧
　
　
信
仰
に
入
る
に
は
苦
痛
が
伴
う
（
お
。
。
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
自
ら
そ
れ
を
感

を
単
に
窪
ま
銘
4
β
・
の
面
か
ら
だ
け
で
も
と
り
上
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
　
　
じ
て
い
な
い
人
に
、
感
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
非
常
な
努
力
を
要
す
る
。
」
（
こ

う
。
だ
が
、
そ
れ
は
｝
面
に
す
ぎ
な
い
。
（
「
パ
ン
セ
」
は
芸
術
作
品
と
し
て
、
　
　
　
の
で
あ
る
。
勿
論
、
最
後
に
は
恩
寵
の
助
力
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

文
学
作
品
と
し
て
見
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。
哲
学
作
品
と
み
る
べ
き
で
な
い
。
　
　
　
（
一
〇
●
い
　
図
○
◎
↑
　
①
け
o
°
　
　
　
》
）
、
ア
ポ
ロ
ジ
ー
は
魂
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
ひ
き
こ
む
た
め
に
、
あ

…
…
そ
こ
に
含
ま
れ
る
塊
鄭
配
余
り
に
少
い
。
彼
の
レ
ア
リ
テ
は
、
　
《
言
お
0
　
1
ら
ゆ
る
《
日
き
8
属
く
お
吻
》
を
つ
く
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
パ
ス
カ
ル
が
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ジ
ナ
シ
ず
ン

旨
ξ
m
9
8
9
℃
δ
≦
°
・
9
『
。
ρ
‘
。
目
§
㌧
§
妙
8
旨
①
ユ
、
碧
け
》
に
す
ぎ
ぬ
と
す
　
　
　
切
に
用
い
た
構
想
は
、
何
よ
り
我
々
の
意
志
に
働
き
か
け
、
こ
れ
を
愛
へ
と
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
見
解
は
、
パ
ス
カ
ル
を
動
か
し
て
い
た
も
の
に
ど
こ
ま
で
　
　
換
せ
し
め
る
、
何
よ
り
愛
の
技
巧
に
外
な
ら
な
い
。
我
々
を
惑
わ
す
力
と
し
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ジ
ナ
シ
ナ
ン

働
い
た
一
日
帥
α
q
冨
讐
δ
昌
が
こ
㌧
で
は
、
よ
り
高
い
目
的
の
た
め
に
、
新
な
積
極
　
　
　
だ
け
に
、
一
層
作
者
の
熱
い
息
吹
を
感
ぜ
し
め
る
。
彼
の
構
想
は
　
Ω
゜
↓
≡
o

的
価
値
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
，
す
べ
て
は
こ
の
唯
一
の
目
的
を
指
示
　
　
　
も
云
う
よ
う
に
、
「
そ
の
交
章
を
包
ん
で
い
る
の
で
な
く
、
内
部
か
ら
そ
れ
を

す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
多
様
な
日
常
の
現
実
は
決
し
て
棄
て
去
ら
れ
る
こ
と
な
　
　
　
燃
え
た
た
せ
て
い
る
。
」
（
（
耶
゜
］
コ
『
露
O
駒
出
∪
一
価
゜
℃
°
悼
潟
Q
◎
）
の
で
あ
る
。
自
然
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
エ
ゾ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

く
、
む
し
ろ
現
実
の
事
象
そ
の
も
の
＼
中
に
、
目
的
を
明
瞭
に
さ
し
示
す
理
由
　
　
　
秩
序
を
超
え
て
あ
る
。
・
ξ
β
簿
ξ
・
の
客
観
的
実
在
を
、
彼
は
見
て
い
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
次
々
と
も
と
め
ら
れ
、
現
実
が
こ
の
目
的
と
の
関
連
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る
　
　
り
、
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
彼
の
心
情
に
お
い
て
、

の
で
あ
る
。
現
実
の
根
底
に
、
そ
の
現
実
そ
の
も
の
に
意
味
を
与
え
る
　
《
蜀
　
　
　
正
に
レ
ア
リ
テ
で
あ
つ
た
。
レ
ア
リ
テ
で
あ
る
故
に
こ
そ
、
パ
ス
カ
ル
の
イ
マ

α
臼
巳
窪
①
節
ぎ
》
（
U
ご
）
が
浮
び
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
パ
ス
カ
ル
の
　
　
ー
ジ
ュ
は
我
々
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
不
安
に
陥
れ
る
。
パ
ス
カ
ル
の
言
拶
゜
Q
言
讐
5
。
ロ

イ
メ
ー
ジ
は
、
生
の
事
実
と
慮
結
し
て
い
る
。
我
々
は
、
こ
㌧
で
重
ね
て
ア
ポ
　
　
　
は
、
著
者
の
意
図
の
如
く
、
我
々
の
精
神
を
動
揺
さ
せ
る
。
　
《
旨
。
。
。
け
き
o

ロ
ジ
ー
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
芸
術
（
o
h
エ
リ
ッ
ク
・
ギ
ル
「
芸
術
論
」
　
　
℃
巳
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。
°
。
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目
¢
冨
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ρ
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ω
o
箕
o
℃
即
α
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o
°
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゜
O
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

増
野
訳
）
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
お
う
。
ア
ポ
ロ
ジ
ー
は
神
へ
の
客
　
　
　
p
a
言
ご
層
霧
8
㌍
価
α
住
⊆
Q
Q
⑦
⊆
芦
、
も
。
P
℃
°
呂
）
　
パ
ス
カ
ル
を
読
ん
で
動
か
さ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

引
き
で
は
な
く
、
様
々
の
技
巧
を
こ
ら
し
て
神
を
売
り
つ
け
る
こ
と
で
は
な
い
　
　
れ
な
い
人
は
、
真
に
パ
ス
ヵ
ル
を
読
ん
で
い
な
い
と
い
え
る
。
パ
ス
カ
ル
に
関

ア
ポ
ロ
ジ
ー
は
、
自
己
を
生
か
し
め
る
他
者
へ
の
愛
に
対
す
る
感
謝
か
ら
生
れ
、
　
　
し
て
一
片
の
批
評
を
放
つ
の
み
で
、
局
外
者
と
し
て
留
り
得
る
人
は
、
今
も
永

奉
仕
の
姿
勢
を
と
る
べ
き
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
パ
ス
カ
ル
が
キ
リ
ス
ト
　
　
遠
に
人
間
の
問
題
に
ぎ
象
衆
器
韓
で
あ
る
者
で
あ
ろ
う
。
読
者
自
身
の
実
存
　
　
2
1

教
弁
証
論
を
書
く
に
至
つ
た
動
機
は
、
あ
く
ま
で
無
信
仰
者
へ
の
営
件
ぷ
（
自
”
　
　
と
無
関
係
に
、
「
主
体
的
関
連
を
は
な
れ
て
」
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
パ
ス
カ

一
。
。
P
一
〇
ρ
一
零
）
に
発
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
（
そ
れ
と
共
に
、
こ
の
正
　
　
　
ル
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
生
の
危
機
に
お
い
て
、
我
々
を
支
え
、
我
々
を
は
げ
ま

し
い
秩
序
に
同
感
し
よ
う
と
し
な
い
精
神
的
破
者
へ
の
憤
り
（
c
。
O
）
も
含
ま
れ
　
　
　
す
。
「
パ
ン
セ
」
は
今
も
、
最
後
に
読
ま
る
べ
き
本
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
正
義
へ
の
パ
ツ
シ
ョ
ン
と
み
ら
れ
る
　
　
う
。
（
日
。
ト
。
◎
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こ
§
＜
帥
⑦
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．
U
刈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

も
の
も
、
む
し
ろ
自
己
を
生
か
し
め
給
う
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
秩
序
が
否
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

さ
れ
て
い
る
と
知
つ
た
信
仰
者
の
悲
痛
な
愛
の
奔
流
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
）
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レ

パ
ス
カ
ル
の
身
振
り
は
、
最
終
的
な
「
希
望
」
に
対
す
る
全
人
格
的
な
信
証
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

の
で
あ
り
、
聖
な
る
道
化
の
業
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
（
パ
ス
カ
ル
自
身
は
、

こ
の
世
の
雄
弁
術
で
道
化
を
嫌
つ
た
け
れ
ど
も
。
）
　
パ
ス
ヵ
ル
の
ア
ポ
ロ
ジ
ー

は
、
冷
い
計
算
の
生
み
餌
し
た
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
な
く
「
メ
モ
リ
ア
ル
」

の
火
の
体
験
を
内
在
し
、
「
イ
エ
ス
の
ミ
ス
テ
ー
ル
」
の
熱
い
告
白
を
背
後
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
短
い
断
章
の
集
積
で
あ
り
、
未
完
成
で
あ
る


